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国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
工
作
物
等
の
売
却
に
つ
き
買
受
人
が
な
い
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
価

額
が
著
し
く
低
い
と
き
は
、
当
該
工
作
物
等
を
廃
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

８

第
六
項
の
規
定
に
よ
り
売
却
し
た
代
金
は
、
売
却
に
要
し
た
費
用
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

９

第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
に
規
定
す
る
撤
去
、
保
管
、
売
却
、
公
示
そ
の
他
の
措
置
に
要
し
た
費
用
は
、
当
該
工

作
物
等
の
返
還
を
受
け
る
べ
き
所
有
者
等
そ
の
他
当
該
工
作
物
等
の
撤
去
等
を
命
ず
べ
き
者
の
負
担
と
す
る
。

10

第
五
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
て
も
な
お
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
保
管
し
た
工

作
物
等
（
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
売
却
し
た
代
金
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
返
還
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
き
は
、
当
該
工
作
物
等
の
所
有
権
は
、
国
に
帰
属
す
る
。

（
報
告
の
徴
収
等
）

第
二
十
五
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
第
十
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
（
選
定
事
業
者
を
除
く
。）に
対
し
必
要
な
報
告
を
求
め
、
又
は
そ
の

職
員
に
、
当
該
許
可
に
係
る
行
為
に
係
る
場
所
若
し
く
は
当
該
許
可
を
受
け
た
者
の
事
務
所
若
し
く
は
事
業
所
に
立

ち
入
り
、
当
該
許
可
に
係
る
行
為
の
状
況
若
し
く
は
工
作
物
、
帳
簿
、
書
類
そ
の
他
必
要
な
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。

２

経
済
産
業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
経
済
産
業
省
令
・
国
土

交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
選
定
事
業
者
に
対
し
必
要
な
報
告
を
求
め
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
海
洋
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
を
整
備
す
る
場
所
若
し
く
は
当
該
選
定
事
業
者
の
事
務
所
若
し
く
は
事
業
所
に
立
ち
入

り
、
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
、
帳
簿
、
書
類
そ
の
他
必
要
な
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
を
す
る
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
関
係
人
に
こ
れ
を
提

示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
の
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
し
て
は

な
ら
な
い
。

（
強
制
徴
収
）

第
二
十
六
条

第
十
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
く
占
用
料
若
し
く
は
土
砂
採
取
料
又
は
第
二
十
四
条
第
九
項
の
規
定
に

基
づ
く
負
担
金
（
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
「
負
担
金
等
」
と
総
称
す
る
。）を
そ
の
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
な

い
者
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
は
、
督
促
状
に
よ
っ
て
納
付
す
べ
き
期
限
を
指
定
し
て
督
促
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
督
促
状
に
よ
り
指
定
す
べ
き
期
限
は
、
督
促
状
を
発
す
る
日
か
ら
起
算

し
て
二
十
日
以
上
経
過
し
た
日
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
督
促
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
延
滞
金
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
延
滞
金
は
、
年
十
四
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
割

合
で
計
算
し
た
額
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
督
促
を
受
け
た
者
が
そ
の
指
定
の
期
限
ま
で
に
そ
の
納
付
す
べ
き
金
額
を
納
付
し
な
い
と

き
は
、
国
土
交
通
大
臣
は
、
国
税
滞
納
処
分
の
例
に
よ
り
負
担
金
等
及
び
前
項
の
延
滞
金
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
負
担
金
等
及
び
延
滞
金
の
先
取
特
権
は
、
国
税
及
び
地
方
税
に
次
ぐ
も
の
と
す
る
。

４

延
滞
金
は
、
負
担
金
等
に
先
立
つ
も
の
と
す
る
。

第
四
章

雑
則

（
情
報
の
提
供
）

第
二
十
七
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
係
る
海
域
の
利
用
を
促
進
す
る

た
め
、
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
を
行
う
者
に
対
し
、
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
設
置

及
び
維
持
管
理
に
必
要
な
人
員
及
び
物
資
の
輸
送
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
港
湾
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
も

の
と
す
る
。

（
命
令
へ
の
委
任
）

第
二
十
八
条

こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
命
令
で
定
め
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
十
九
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
命
令
を
制
定
し
、
又
は
改
廃
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
命
令
で
、
そ

の
制
定
又
は
改
廃
に
伴
い
合
理
的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
範
囲
内
に
お
い
て
、
所
要
の
経
過
措
置
（
罰
則
に
関
す
る

経
過
措
置
を
含
む
。）を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
権
限
の
委
任
）

第
三
十
条

こ
の
法
律
に
規
定
す
る
経
済
産
業
大
臣
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
は
、政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

そ
の
一
部
を
地
方
支
分
部
局
の
長
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
章

罰
則

第
三
十
一
条

国
の
職
員
が
、
第
十
七
条
第
一
項
の
認
定
に
関
し
、
そ
の
職
務
に
反
し
、
当
該
認
定
を
受
け
よ
う
と
す

る
者
に
談
合
を
唆
す
こ
と
、
当
該
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
当
該
認
定
に
係
る
公
募
（
以
下
「
占
用
公
募
」
と

い
う
。）に
関
す
る
秘
密
を
教
示
す
る
こ
と
又
は
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
当
該
占
用
公
募
の
公
正
を
害
す
べ
き
行
為

を
行
っ
た
と
き
は
、
五
年
以
下
の
懲
役
又
は
二
百
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
三
十
二
条

偽
計
又
は
威
力
を
用
い
て
、
占
用
公
募
の
公
正
を
害
す
べ
き
行
為
を
し
た
者
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
若

し
く
は
二
百
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

２

占
用
公
募
に
つ
き
、
公
正
な
価
額
を
害
し
又
は
不
正
な
利
益
を
得
る
目
的
で
、
談
合
し
た
者
も
、
前
項
と
同
様
と

す
る
。

第
三
十
三
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一

第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
行
為
を
し
た
者

二

第
十
二
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者

第
三
十
四
条

第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国
土
交
通
大
臣
の
命
令
に
違
反
し
た
者
は
、
五
十
万
円
以
下
の
罰

金
に
処
す
る
。

第
三
十
五
条

第
二
十
五
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
又
は

こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
三
十
六
条

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人

の
業
務
に
関
し
、
第
三
十
二
条
か
ら
前
条
ま
で
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人

又
は
人
に
対
し
て
も
、
各
本
条
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
四
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
公
募
占
用
指
針
の
公
示
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

第
十
三
条
第
六
項
た
だ
し
書
（
同
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
は
、
公
布
の
日
か

ら
起
算
し
て
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
ま
で
の
間
は
、
適
用
し
な
い
。

（
検
討
）

第
三
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検

討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
港
湾
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条

港
湾
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
六
条
の
三
第
一
項
中
「
港
湾
区
域
並
び
に
」
を
「
港
湾
区
域
、」に
改
め
、「
い
る
水
域
」
の
下
に
「
並
び
に

海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
係
る
海
域
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第

八
十
九
号
）
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
整
備
促
進
区
域
」
を
加
え
る
。




		2018-12-06T14:51:24+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	（なし）




